




第3四半期の売上高は、1兆6,298億円（前年同期比+3.0％）の増収
営業利益は、860億円（前年同期比+9.8％）の増益
税引前利益は、848億円（前年同期比+11.8％）の増益
当期純利益は、523億円（前年同期比+20.6％）の増益となりました。

日本、米州、アジアでのカラーＭＦＰ販売の増加、海外ＩＴサービス事業の拡大、
産業分野の堅調な拡大、為替影響などにより増収・増益を達成しました。

通期業績見通しに変更はありません。



3Ｑ累計の売上高は1兆6,298億円（前年同期比+3.0％）、
為替影響を除くと前年同期比-0.9％の減収となりました。

22ページに参考として掲載していますが、
直近3ヶ月の売上高の合計は5,570億円（前年同期比+2.6％）、
為替影響を除くと-3.1％の減収となりました。

3Ｑ累計の営業利益は860億円（前年同期比+9.8％）の増益となりました。

直近3ヶ月の営業利益は302億円（前年同期比+14.1％）の増益となりました。

社内計画に対して30憶円程度の未達となりました。
欧州販売の低迷やノンハードの積みあがり遅れが影響しています。
また、特殊な理由として、事業所再編に伴う費用が10億円程度追加して
発生しています。



＜構造改革＞

構造改革による効果は、予定どおり183億円となりました。
内訳は、前年度費用105億円、それに伴う効果78億円、合計して183億円です。

＜販売減＞

販売は、-53億円の減益となりました。欧州販売の低迷や、ノンハードの積みあがり遅れ
などが影響しています。

カラーＭＦＰの販売増加によるハードのミックス改善などにより
徐々に回復基調になりつつあります。

＜製造原価低減＞

製品原価低減の活動で、22億円の利益を創出しました。ほぼ予定どおりです。

＜研究開発費＞

研究開発費は26億円の支出となりました。ほぼ計画どおりです。

＜その他経費＞

その他経費は、前年同期比で167億円増加していますが、予定どおりの支出です。
M&Aを含むサービス事業の体制強化、新興国の販売強化などにより経費が
増えました。さらに、インダストリと半導体の新会社設立に伴う費用や、昇給・賞与増加
による費用も増えています。また3Ｑでは、事業所再編に伴う費用として10億円程度
支出していますが、これは将来の販管費低減の準備となります。

以上に為替による増益効果の影響が+117億円効いて、営業利益860億円となりました。



営業利益、営業利益率は毎期ごとに着実に改善しています。

ＩＦＲＳベースで、3Ｑは前年264億円から302億円と増益となっています。

販管比率は、安定的に推移しています。



3Ｑ累計売上高は1兆4,524億円（前年同期比+3.0％）の増収、
為替除くと-1.1％の減収となりました。

売上高伸び率が3Ｑで-3.6％となっていますが、これは前年度にWindows XP
切り替えによるＰＣの販売特需により売上高が伸びた反動減によるものです。

3Ｑ累計営業利益は1,257億円となり、前年から5億円の減益となっています。
これは欧州販売の低迷、ノンハードの積みあがり遅れなどの影響によります。

＜オフィスイメージング＞

オフィスイメージングの3Q累計の売上高は1兆1,057億円（前年同期比+2.8％）、
為替除くと-1.6％の減収となりました。
オフィスイメージングで、欧州販売低迷の影響を大きく受けています。

＜プロダクションプリンティング＞

プロダクションプリンティングの3Q累計の売上高は1,379億円（前年同期比+6.6％）、
為替除くと+0.9％の増収となりました。ノンハードが堅調に拡大しています。

＜ネットワークシステムソリューション＞

ネットワークシステムソリューションの3Q累計の売上高は2,087億円
（前年同期比+1.9％）、為替除くと+0.2％の増収となりました。
前年度の国内ＰＣ特需の反動減はあったものの、海外ＩＴサービス拡大が寄与し
増収となりました。



＜ハード＞

3Qハードは前年同期比-3％となりました。

カラーＭＦＰが増加する一方、海外でモノクロＭＦＰが減少し、ＭＦＰハードでは
ほぼフラットとなりました。

ＬＰ（レーザープリンタ）では、前年3Ｑの国内一括商談の反動減と
新製品切り替え前ということが影響しマイナスとなりました。

ＰＰ（プロダクションプリンタ）では、モノクロ連帳機の継続的な減少に加え、
前年3Ｑにカットシート機の新製品効果で大きく伸びた反動減により
減少となりました。

＜ノンハード＞

3Ｑノンハードは前年同期比-4％となりました。

欧州低調の影響などによるＭＦＰ、プリンタのノンハード積み上がり遅れが
影響しています。

ＰＰノンハードは引き続き2桁近い成長を続けています。



<日本>

前年同期比で、減収、増益となりました。

減収は、前年のＰＣ特需の反動減が要因です。

増益の要因は、カラーＭＦＰが増加する一方で、モノクロＭＦＰ・ＰＣ販売の減少に
よりミックスが改善し、収益性が良くなったためです。

また、為替の影響も享受しています。

<米州>

前年同期比で、増収（為替除く）、増益となりました。

カラーMFP、PP、ITサービスが堅調に推移して増収を確保しています。

過去の構造改革の効果と増収基調の継続で利益は確実に改善しています。



<EMEA>

前年同期比で、減収（為替除く）、減益となりました。

想定より需要環境が厳しく、モノクロMFPを中心にオフィスイメージングが
減収しました。

PPとITサービスは堅調な成長を遂げています。

<その他（AP・中国）>

前年同期比で、大幅な増収（為替除く）、増益を達成しています。

MFPが堅調で、ITサービスもインド等の新興国で大幅な成長を遂げています。

この所在地セグメントには生産拠点もありますので、カラーMFPの増加に伴う
生産利益も増加しています。



売上高は879億円（6.8％の増収）、為替を除いても3.3％の増収となりました。

サーマル事業を始め、インダストリ、電子デバイス、IJなどすべての事業で
増収となっています。

営業利益は、半導体の新会社移行のための費用が発生したものの、
3Qでは23億円と大幅な増益を達成しています。

9ヶ月累計でも営業利益は44億円となり、9ヶ月経過時点で、
前年度の年間営業利益34億円を既に上回り、
前年度を上回る増益を達成できています。



売上高は894億円（0.7％の減収）、為替を除けば1.5％の減収となりました。

デジカメの減収がセグメント売上の減収に響いています。
一眼レフやミラーレスのメジャーな市場に売上は引っ張られ減収となりました。

利益貢献を期待しているニッチな分野の勝負商品である中判カメラ「645Z」、
動画対応となりました全天球カメラ「THETA」やGRは、価格維持もでき、
金額的にも伸びています。

営業利益は9ヶ月累計で前年同期から改善しています。

この分野のトピックスとして、
衣料関連の子会社「三愛」の事業を4月以降譲渡することになりました。



資産合計は27,488億円、為替の影響による増加分も含め、
前年度末比で1,522億円の増加となりました。

増加要因には棚卸資産が463億円増加したことがあります。
棚卸回転期間も2.28と昨年同期比で若干の増加傾向にあります。
4Ｑに向けた在庫形成のため上昇していますが、季節性のものです。

総資産回転率は為替が円安に進行したため総資産が増加し、回転率が
若干低下していますが、4Ｑの売上拡大により、改善していく見通しです。



親会社の所有者に帰属する持分合計は11,093億円となり前年度より
+798億円となり、利益の増加により株主資本比率も39.7％から40.4％に改善しました。

ネットＤ／Ｅレシオについては0.61となり、前年度末より若干改善しましたが、
有利子負債は8,198億円となり、前年度末より+957億円の増加となりました。



営業活動によるキャッシュフローは356億円、前年同期から-115億円の減少と
なりました。

当期利益と減価償却の合計は前年同期から+102億円増加しましたが、
上期の買掛金減少の影響などにより、前年同期から減少となりました。

投資活動によるキャッシュフローは-1,106億円、前年同期から-366億円の支出と
なりました。

その他の投資活動は－483億円です。
その中に、為替差額による-219億円が含まれています。
これは、海外子会社向け資金の調達時と返済時の為替レート差による現金支出です
。

財務活動の一環として実施していますが、会計処理上、投資活動による
キャシュフローに入りますためこのように計上していますが、
事業に関わる部分ではなくあくまでも財務活動の一環として考えていますので、
本来のフリーキャシュフローとしては為替差額分を除いた-96億円と考えています。

Ｍ＆Ａ費用として79億円を支出しています。
また、前年同期は有価証券の売却により70億円の収入がありました。

結果として、フリーキャッシュフローは－530億円（為替差額除く）の支出となりました
。
売掛金の回収の促進に加え、4Ｑの売上拡大に伴う在庫減少により



運転資金の改善を進め、フリーキャッシュフローを増加させる見通しです
。
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3Ｑまでの計画達成を踏まえ、2015年3月期の通期業績見通しは
売上高2兆2,2600億円（前年同期比+2.9％）
営業利益1,400億円（前年同期比+16.3％）
当期利益800億円（前年同期比+9.9％）を継続します。

4Ｑの為替想定レートは
1ＵＳドル100.00円、1ユーロ140.00円を継続します。

カラーＭＦＰは引き続き売上拡大を目指します。
また、モノクロＭＦＰの新製品ラインナップも出揃ったため、4Ｑに貢献すると期待して
います。ノンハード積み上がり遅れも徐々に改善するものと見ています。

カットシートカラーＰＰのＭＩＦも引続き着実に拡大していく見通しです。

結果として、売上高、利益面で期初の見通しは達成できると考えています。



年間営業利益見通1,400億円の前年比増減見通しは
構造改革、販売増、為替影響の項目についてそれぞれ増加しています。



2015年3月期の期末配当見通しは引続き17円の予定です。

年間34円の見通しも変更しません。



























【主なQ&A】

Ｑ. 第4四半期のハードルが高くなったと思うが、
どのように達成していくのか？

Ａ．第2四半期、第3四半期とカラーＭＦＰの販売が好調に推移しており、
ノンハードへの寄与も出始めている。
またカラーカットシートプロダクションプリンティング機のノンハードも
堅調に成長してきており、これらが第4四半期の業績達成に
貢献すると期待している。

Ｑ．第4四半期の売上計画達成を図ると共に、何か費用面でも取組む
手段はあるか？

Ａ．今年度の業績に寄与しない不要不急な経費支出はしないなどの
コントロールは行う。


